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橋本進吉の講義「国語法概論」の筆記（１） 
 




















 １、国語学概論    一冊   ２、国語学史概説    二冊 




１、昭和五年度     ２、昭和六年度 
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 なお、このほかに尾崎知光氏からは、直接に貴重なご教示をうけたうえ、「金森豊 1933『橋




１、筆記本文は、B５版で 1ページ 25 行で「国語法概論其一」は 91 ページ、「国語法概論其二」
は 70 ページである。あたえられたページ数の関係で、筆記全部の翻字は不可能なので、今回は
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【国語法概論其一 翻字】 
 
      国語法概論 目次 
第一章  語法ノ概念   第二章  単語ト文   第三章  品詞ノ分類 
第四章  品詞各論 
（一）  体言   （二）  用言   （三）  副用言（副詞、接続詞、連体詞） 
（四）  感動詞  （五）  助動詞  （六）  助詞 
第五章  品詞ノ転化   第六章  単語ノ構成   第七章  文節ノ構造 
第八章  文節相互ノ連結  〈第九章  文ノ構成 本文にはあるが目次にない〉（１） 
 
参 考 書 
大槻文彦  広日本文典、広日本文典別記  明治丗年、学校用ノ文典ノ基礎トナツタ 
芳賀矢一  明治文典  大槻式ノモノニ研究ヲ加ヘタモノデアル。 
山田孝
ヨシ





山田孝雄  日本文法講義  日本文法論ノ説ニ幾分改訂ヲ加ヘ、且ツ結論ヲ示スノニ力ヲオ
イタモノデアル。大正十一年ニ版ニナツタ。 
三矢重松  高等日本文法  明治四十一年ニ出タ。ソノ後改訂版ガ出タ。コレハ大体大槻氏
ノ文典ニヨツテヰルガ細部ノ説ニ注目スベキモノガアル。 
安田喜代門 国語法概説  大槻氏、三矢氏ノ説トソレカラ一方ニ山田氏ノ説ヲトリ、（2） 






岡沢鉦治  言語学的日本文典 
      難解デアル上ニ、格別新シイモノデハナイ。 
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○―――――――――――――○１． 
国語調査委員会 口語法 発音式仮名遣デヤツテアル。 
山田孝雄  口語法講義   松下大三郎 標準口語法   鶴田常吉  日本口語法 
○―――――――――――――○２． 
小林好日  国語国文法要義    木枝増一  高等国文法講義、高等口語法講義（3）  
     
   第一章 語法ノ概念 











ハヒフヘホ ノ音ハ古イ時代ニハ ファ フィ フ フェ フォ ト云フ風ニ発音シテヰタノデア
ルガソレガ変化シテ今日デハコトバノハジメデハ ハヒフヘホ ト発音シコトバノ中及ビヲハ
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カヤウニ考ヘテミルトアラユル文ハ皆語カラ成リ立ツテヰルモノデアルト言フコトガ出来ル。
実際ニ於テ言語ト云フモノハスベテ文トシテ運用セラレテヰル。文ニナツテ始メテ（9） 
  １．コトバノ、ハジメニ カ゜音ガコナイコトノ如クデアル。  ２．日本ノハ高低ノアクセント 
















  １．花ぐもり 秋ばれ 炭だわら 本ばこ   あま笠  さか樽 さか屋  しら雲    春めく  時めく 
  ２．「兄ガ来タ？」ト「兄ガ来タ」トノ差ノ如キデアル  intonation  Satzakzent 
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サスレバ文法ハ言語構成上ノ法則ト考ヘテ少シモ差支ヘガナイト云フベキデアル。１.（15） 
 




















山田孝雄氏ノ日本文法論デハ New English Grammar ノ word ヲ参酌シテ、「単語トハ言語ニ於ケ
ルモハヤ分ツベカラザル究竟的ノ思想ノ単位ニシテ独立シテ何ラカノ思想ヲ（16） 





















































ドイツノ Wechssler ノ Giebt es Lautgesete? ２．ニハ「単語ト云フモノハ一ツノイミノ符号デ





























Jespersen ノ Philosophy of Grammar ニ「語ハ単純ニ音ノ方カラバカリミテモワケルコトガ出
来ナイ。１．又純粋ニ意味即チ思想ト云フ点カラバカリミテモ不明瞭デアル」トシ、コレヲ定メ











  １．例ヘバ 雨が 降つて 来た 
  ２．うま、きのふ、山桜、あなたがた、とぶ、とび込む、 
















  １．〈本文中に記号なし〉-a me ŋa a ガ eニ変レバ質ノ変更、aガ a:ニ変レバ量ノ変更 
  ２．ハジメノが音ハ gデアツテ ŋデハナイト云フ如キ制限ガソレデアル。 















































































（一）、娘ざかり       複合語  
（二）、娘ども、 娘たち   単語＋接尾辞  


































































  １． 、ト 。 句逗トモカク。  
  ２．人称ヲ区別スル語尾（personal ending）ノアル verb、infinite verb ニ対スル 
  ３．participle ヤ gerund ヤ infinite verb 
文トハ西洋語ノ Sentence 或ハ Satz ノ訳語トシテ用ヒラレタモノデ、勿論西洋ノ文典カラ導カ
レタ考ヘデアル。日本語デハ句読１．ト云フ語ニ当ルノデアル。西洋ノコトバデ文ト云フノハ主
語ト述語トノアルモノヲ云フノデアツテ、古クハ finite verb２．ヲ有ツテヰルモノヲ文ト考ヘ













  1．Sprechtätigkeit 話シヲスル活動   2．Apperception(統覚)ニヨリ統一セラレタモノ。 
文ノ定義ガ次第ニ改メラレテキタ。 




コノ定義ニヨツテ Paul ハカカル文ヲモ包括サセルコトガ出来ルト主張シテヰルノデアル。 
Ich ein Lügner?   オレガ嘘ツキダツテ？ 
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Ich dir danken?   オマヘヲ有難イト思ツテ？ 
Träume Schäume.  水ノ泡ダ。 
コレラモ文デアルト云ヒウルト云フノデアル。而シテ Paul ハ実際ノハナシ１．ハ皆文トシテ行











  １．「現代ノ独逸語」   ２．Nein、Ja ノ如キモノ   3．主語ト述語ノアルモノ。 
シカシソレラモ意味カラ云ヘバ一ツノ文デアツテ、コレヲ Satzequivalent(文ト同価値ノモノ)
ト名ヅケル。又 












レタノガ Äusserung デアル。以上アゲタ Paul 以下ノ文ノアタラシイ定義ハ何レモ意味ノ上カラ
観察シタモノデアル。シカラバ文ヲ形(音)ノ方カラ（34）ミタモノハナイカト云フト Wechssler
ノ如キ人ガアル。即チ語ハイツモ定ツタ形ヲモツガ文ハ常ニ新シク変化シタ形ヲモツト云ツテ



































  どうぞこちらへ 
ノ如キモ文ト云フコトガ出来ルノデアル。カヤウニシテ文ト云フイミヲ広クトツテ、吾々ノコ





sentence ヲ complete ノ independent human utterance デアルト定義シタ。ココニ定義シタ
ヤウナ文定義ニ於テ独立シタト云ツテヰル中ニハ単ニ思想ノミナラズ、ヤハリ音ノ切レ目ト云
フコトヲ意味シテヰルノデハナカラウカト思フ。１．Jespersen ハ一語ヤ語群（37） 

































































  １．Ries ノ説    ２．関西ヘ    関西ニ 行ク 





















    第三章 品詞ノ分類 
  １．Rodriguez：Arte da lingoa de Iapam ニ記シテアル。 
  ２．物ノアルノガ 名、物ノナイノガ ことば、漢文ノ訓読ニデテクル送リ仮名ガ てにをは。 
文法ノ上カラ単語ヲ分類シテイクツカノ品詞ニワケルコトハ、日本語ニ於テハコレマデイカナ
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ル風ニナサレテヰタカ、又何ヲ標準ニシテヰタカニツキ、コレマデノ諸説ニツイテ考ヘテミタ
イ。室町時代ニ於テ、日本人ハ品詞ヲ三ツニワケテヰタト伝ヘラレテヰル。１．ソノ中ニ てにを
は ノアルコトハ明カデアルガ他ノ二ツハ何デアルカワカラナイ。シカシソレハ多分 名 ト こ
とば トノ二ツデアラウ。ソシテソレハ多分連歌カラ来タモノデアラウト思ハレル。名トハ名詞、
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  １．漢文ノ inf.ハアル。   ２．西洋人ノ手ニナツタモノデハナイ。 
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序カラシテモ安定デアル。即チ観念語（49） 
































  １．品詞的区別ハ関係カラ生ズルト云フコトニナル。 
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一ハ或ル概念ノ名ヲアラハシ、ソレニヨツ テ
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ノト共ニ一ツノ念詞ヲ形ヅクルモノデアルトシテヰルノデアル。コノ念詞ノ分類ヲ試ミテコレ
ヲ品詞ト名ヅケタ。而シテ念詞ノ運用ハ内外ニ面ニワケテ観察スルコトガ出来ル。ソノ内面ハ


















第二 ‐‐‐ 動詞（用言ニ当ル） 
第三 ‐‐‐ 形容詞（西洋流デアル） 
第四 ‐‐‐ 副詞（接続詞ヲモ含ム） 



















































  １．‐s   comes   birds      2．my、the ナドト結合シテ用ヒラレルモノハ名詞デアル等。 
 -ed ended blue-eyed 














  １． man 、 men ; book 、books   ２． 例、 Walker : Rhyming Dictionary（詞ノ韻ヲ引ク） 

















  ⒈ 書く  き  け  く    ⒉ 書く ト 書け トデハ意味ノオナジトコロトチガフトコロトガアル。 
    着る  き  きよ きる     




























  １．名詞ガ主語ニモ客語ニモナリ、其他色々ナ職能ヲ有ツ。 
  ２．今日 ノ如キハ主語ニモナリ、副詞的ニモ用ヒラレル。一方ニハ純粹ノ副詞 しばしば ノ如キモノモアル。 


























































   昨日｜上野を｜歩いてゐたら｜友人に｜会つた。 





 （a） アル辞ヲツケ加ヘテシメスモノ２．（70） 
  １．日本、支那 及び満州   ２．ゐたら 
 （b） 特別ナ文節ヲツケ加ヘルモノ１. 
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デナイノデアル。感動詞ノ類ハソレダケトシテアラハレルコトガ多イカラ、ソコデ（74） 
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日本文法論（講義草案）  1929 年 橋本進吉博士著作集七『国文法体系論』に一部要約 
国語法概論（筆記）    1932 年 本翻字 
国語法要説（著書）    1934 年 橋本進吉博士著作集二『国語法研究』に所収 























 本筆記（ノートの 27～31 ページ）においては、単語中の独立しない成分と、独立しない単語
の区別の問題にはいる前にまず、以下のような場合が比較されている。 
（一）娘ざかり       複合語  
（二）娘ども、 娘たち   単語＋接尾辞  
（三）娘が   娘を    詞＋辞 
（一）「娘ざかり」（二）「娘ども」のようなものは、「娘」が「娘を」にできるように、「娘ざか







































 助詞 助動詞 接辞 
標準一 ○ ○ × 













































































橋本進吉 1948 橋本進吉博士著作集二『国語法研究』岩波書店 
橋本進吉 1959 橋本進吉博士著作集七『国文法体系論』岩波書店 
